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山形広域環境事務組合 

 エネルギー回収施

設（立谷川）の建設

工事は着工より１年

が経過し、その全貌

を次第に表し始めて

きました。６月から

はプラント工事に着

手し、ごみ処理プラ

ント機器の搬入と据

え付け工事が始まり

施設の主要設備の姿

が見え始めてきまし

た。 

北東からの建物の全景【７月８日撮影】 

 

 鉄骨の主要部材の

組立がほとんど終わ

り、建物の形状がわ

かるようになってき

ました。   

 建物の西側では外

部建具と外壁パネル

の取り付けが始まっ

ています。   

プラント機器の設置状況 【７月１０日撮影】 

建物のイメージパース 

「ろ過式集じん器」 ： 排ガス中の飛灰等を除去する装置です。 
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▲炉室内プラント支持鉄骨の組立て【７月１０日】 

 支持鉄骨を組立てた後にごみを燃焼・溶融させる   

 炉の据え付けが始まります。 

▲炉室上部屋根を支える鉄骨梁【７月８日】 

 下部の炉室は地下１階から５階までの大きな吹 

 抜けの空間です。 

▲蒸気タービン発電機の搬入状況【７月１１日】 

 ごみを燃やした時に発生する熱を利用して発電す 

 るための装置です。 

▲小動物焼却炉用集じん器 【６月２３日】 

 小動物焼却時に出る排ガスをきれいにする装置で   

 す。 

▲西面からの全景【７月１３日】 

 左側の既存立谷川清掃工場と右側の新施設。比べ  

 ると建物の規模が随分大きくなること解ります。 

▲溶融飛灰貯留槽 【７月７日】  

 排ガスから取り除いた飛灰を一時的に貯めてお  

 くタンクです。 

 建設工事は、建屋の外装工事を行い、続いて内装工事へと移ってまいります。プラント工事

は、引き続きプラント機器の搬入と据え付け工事を行ってまいります。 

 大型機器や資機材の搬入が増え、更に多くの作業員も出入りすることとなり、車両の通行な

ど大変ご迷惑をおかけいたしますが、警備員を配置し安全な運行に努めてまいります。 

 平成２９年１０月の稼働に向け安全に工事を進めてまいりますので、引き続きご理解ご協力

のほど、よろしくお願いいたします。 

～  今後の建設工事について ～ 

 


